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調節池・遊水地視察 

1. 説明を聞きながら実際に調節池や遊水地の施設見学をさせていただき、異常気象が増

える近年において、調節池と遊水地がどれだけ重要な役割を担っているのかを実感す

ることができました。かなりの建設費や維持費がかかっても災害で人命や住居が失わ

れることを考えると必要な支出だと思いました。また調節池の内部が段差違いに設計

されていることや、遊水地が普段はスポーツ施設として機能していることなど、興味深

い点がいくつもありました。 

2. 非常に興味深い視察内容でした。治水や水害対策というと、河川の改修や堤防そのもの

の強化増築・回収をイメージしてきましたが、今回の視察で、河川や堤防だけでは対応

しきれない場合も考えた仕組みにも触れることができ、自分自身の見える世界を広げ

ることができたと感じています。同時に、せっかく多額の予算をかけてあれだけの設備

を整えたと思うので、水害対策以外の用途（例えば、広い空間を活かしたインテックス

大阪のような使い方）も、可能性を信じて模索していければより良いと思いました。 

3. 建設時だけでなく、運転、維持管理の面でも、費用を抑える様々な工夫が施されており、

とても勉強になりました。一方でそのような工夫を施してもなお、遊水池のような大規

模施設の建設、維持管理には多額のコストがかかることや、多額のコストをかけて遊水

地を整備しても、百年に一度のような大雨には対応できない場合があることなどを知

り、ハードとソフトの両面からの水害対策の必要性を改めて実感しました。 

4. 普段は気にも留めないような貯水施設を視察し、説明をお聞きして、大阪の地を水害か

ら守るまさに縁の下の力持ちだと思いました。まだ完成まで数十年かかるとのことで

したが、その状態でもフル活用されていることに驚きました。昨今、水害が頻発してお

り、今後も地球環境の変化によって水害が増えていくことは十分に考えられます。その

ときに、これらの施設をフル活用し、市民の生活の安全が守られることを切に願います。 

5. 見えないところで生活が守られていることを知りありがたく感じた。最悪の事態を想

定して整備されており、市民としては心強かった。貯水池に効率よく貯めるメカニズム

のお話が特に興味深かった。寝屋川水流域という広い範囲で対策していることから、水

害対策の規模の大きさを感じた。職員の方々が普段どんなお仕事をされているのかが

きになる。 

 

大阪・関西万博の概要と万博ビジョンについて意見交換＠大阪府庁 

1. 万博と今後の大阪府のビジョンに関する最新の情報についてお話を伺うことができ貴

重な機会でした。世間では、万博の内容や跡地活用が話題になることが多いですが、ハ

ード面だけではなく今後は万博というイベントから将来どのような新たな価値観が生

まれ、大阪や日本の成長に結びついていくのかについて考えていく必要があると感じ

ました。また今後万博の内容や大阪府の目指すビジョンがより具体化していき、実際に
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どのような政策に練りこまれていくのか非常に興味があります。 

2. 大阪万博が大阪を世界に発信したり、大阪の将来をより良くしたりするための大きな

チャンスであると感じられた一方で、万博をどのように大阪の将来に活かしていくの

か具体的には定まっていないように感じました。個人的には行政主体である大阪府と

しては、大阪が他の日本の都市と比べて先進的に直面している課題を、全国に先駆けて、

科学技術を用いて少しでも解決し、大阪モデルとして発信するようなことができれば

良いのではないかと思いました。 

3. こちらも、旬の話題である大阪万博を題材に実務担当者の方と交流を行うことができ、

非常に有意義な時間でした。実際に府庁の方の気持ちに触れて、万博開催の大きさ・重

要性を再確認することができました。ただ、それだけ重要だからこそ、もう少し深い議

論が現時点でもできれば良かったかなと感じています。「詳細はまだ決まっていない

（決められない）」という状況にもちろん理解はできますが、その中でも考えられるこ

とや考えるべきことを深めていければ、より良い万博を、より良い大阪を作っていける

と思いました。 

4. 5年後に開催される大阪万博に向けて、またそれを踏まえた大阪の未来に向けて策定さ

れたビジョンをお聞きしてとてもワクワクしました。一方で、人口減少や少子高齢化、

環境問題などの社会課題をどう組み込んで、どう変化していくのかという点において

不安を覚えました。大阪だけが減りゆく若者を確保して周辺都市が衰退していってし

まうのではなく、日本全体で、地球全体で幸せを共有できる未来が来てほしいなと思い

ます。 

5. 万博の中身についてはあまり報道されることはないので、「いのち輝く未来社会のデザ

イン」と言われても何のことかわからなかったが、職員の方の説明を受けて深く知るこ

とができた。また、大阪府が万博のテーマに応じたことを万博よりも先に政策として実

行しようとしていることにも驚いた。しかし、5年後に迫ってもあまり内容が決まって

いないのは少し、まずいのではないかとも思った。 

 

6. わくわくする大阪を作りたいというビジョンがとても大阪らしい。せっかく大阪府は

CO2 の排出を 2050 年までに実質 0 にするという目標を立てているのだから、環境面

への配慮をもう少し組み込んでほしいと個人的には思った。また、ジェンダー平等に関

するビジョンもあれば良いなと、男性職員ばかりの会議室を見て感じた。 

 


